教育臨床心理　6/26 いじめ

1、 いじめとは何か
いじめの定義：――文部科学省による定義（旧：平成17年度）

1 自分よりも弱いものに対して一方的に
2 身体的・心理的な攻撃を継続的に加え

3 相手が深刻な苦痛を感じているもの

ｃｆ平成17年度のいじめの件数――20143件

　・近年の定義では赤字部分が削除（平成19年1月）

1 一定の人間関係のある者から

2 心理的・物理的な攻撃を受けたことにより

3 精神的な苦痛を感じているもの

　・いじめの｛発生件数｝から｛認知件数｝に変更
　・学校の内外を問わない
ｃｆ平成19年度のいじめ認知件数――101127件

いじめの手口

３３％――冷やかし・からかい

１７％――言葉での脅し

１５％――暴力

１３％――仲間はずれ

７％―――持ち物隠し

６％―――集団による無視

９％―――その他

・・・・目に見えないものが多い（特に緑字）

関係性攻撃――人間関係の操作を通じた攻撃行動

　・能動的攻撃の代表格／高い社会的スキルを要する　

　　能動的攻撃――特定の目的を持って行われる手段としての攻撃

　　例　集団からの排除――友情・受容の撤回／悪評の流布

2、 いじめの構造
いじめの認知件数――学年別の推移（Ｈ19年度）

小１～小６　３０００程度で推移　学年が上がると増える

中１　　ＭＡＸ――１２０００

以後減少

　　・発生頻度｛多｝小６⇒中１：激増
　　・発生頻度｛少｝児童期／中２⇒高３：激減
｛仲間集団｝の在り方がいじめの発生頻度と関連している？
仲間集団の発達といじめ
ギャング・グループ――児童期前半（小１～３・4年）

1 特徴：共通の遊びや作業を媒介として成立する集団

2 機能：集団生活に必要なスキル習得　例　協力／妥協

チャム・グループ――児童～思春期（小５・６～中１・２）

1 特徴：同じ興味や価値観によって結びついた集団

2 機能：他者を介して自己像を確認⇒｛異質性を嫌う｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒いじめの多発

ピア・グループ――思春期後半～青年期（中３～高校）

1 特徴：関係性を問い直しながら刺激を受けあう集団

2 機能：他者の異質性を受け入れながら自己像を追求
いじめ集団の特徴――いじめの四層構造からの理解

１は２に、２は３に被覆される――以下同じ

1 被害者

2 加害者

3 観衆：積極的是認　例　１、はやし立てて助長

２、面白がってみている（シャーデンフロイデ）

4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒他者の不幸を喜ぶ感情

5 傍観者：暗黙的支持　例　１、仲裁者
　　　　　　　　　　　　２、傍観的被害者
いじめ：さまざまな役割の集団成員によって維持される現象
3、 いじめの対応
被害者への対応

1 積極的傾聴：苦痛を受け止めて二次被害を防止（苦痛として感じさせなくする）

2 専門機関へのリファー：緊急時の対応　例　精神障害
加害者への対応

1 事実確認：感情経験⇒受容　／　行為⇒正当化しない

2 加害者への処罰：いじめを違反とみなす　例　出席停止

ゼロ・トレランス（寛容性なし）――ルール違反を理由を問わず罰する
　　・問題行動とその処罰をいくつかのレベルに細分化

ストレス・マネジメント――不満への対処法を習得

　　・共感性や社会的スキルを高めるプログラムの活用

まとめ
再び、いじめとは何か――認知件数／関係性攻撃
・一定の集団に特徴的に見られる人間関係の不全
いじめの構造――傍観的被害者／チャム・グループ
・仲間集団の発達に応じて発生頻度も変化
・（学級における）いじめは｛四層構造｝から理解可能
いじめの対応――ゼロ・トレランス／ストレス・マネジメント
・「いじめかどうか？」にこだわり過ぎない支援
・社会的スキルの習得が防止に繋がらない場合も・・・
「いじめはなくならない」という現実から目を背けないこと
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